
 

 

病院および介護事業の経営戦略 
 〜パンデミックにおける医療介護経営〜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 日 時 

   2021 年 7 月 31 日（土） 

   13：30～16：30 入室受付 13：00～ 

□ 当日運営事務局 

   兵庫県立大学神戸商科キャンパス 

   産学人材育成センター 
主催： 産学公人材イノベーション推進協議会 

協賛： 兵庫県立大学大学院社会科学研究科 

      経営専門職専攻 

兵庫県立大学大学院経営研究科同窓会 

ＺＯＯＭによるオンラインセミナー開催になりま

すので、事前申込をメールか FAX でお願いしま

す。参加申込者の登録されたメールアドレス宛

に後日、視聴案内メールをお送りします。当日

は、視聴案内メールに記載されたＵＲＬから参

加入室してください。 

【お申込み等】兵庫県立大学神戸商科キャンパス内

産学人材育成センター（月水金土 10:00 ～ 15:00） 

FAX 兼用 TEL：078-794-6186  

MAIL：sangaku1@mba.u-hyogo.ac.jp 

※ご提供いただいた個人情報は、当イベント関

連の案内及び実施以外には使用しません 

 

氏  名 所属先 ＴＥＬ E-mail 

    

    

    

ご記入の際は、楷書体ではっきりとお書きください。 
申込締切：2021 年 7 月 16 日（金） 申し込み時に定員を超え、参加できない方に限りご連絡いたします。 

13：30  開会 司会・進行  

木下 隆志（本学社会科学研究科 教授） 

 

13：40～14：40 １部 基調講演 

「パンデミックにおける医療介護経営」 

小山 秀夫（本学社会科学研究科 特任教授） 

 

15：00～16：40 2 部 シンポジウム(質疑応答含む) 

座長・筒井 孝子 （本学社会科学研究科 教授） 

・東瀬 多美夫 氏（財団法人竹田健康財団法人事務局長） 

・嶋田 康之 氏 （たつの市民病院機構 理事長） 

 ・宮地 千尋 氏 （社会福祉法人明倫福祉会 理事長） 

コメンテーター 小山 秀夫 

16：50  終了 

Covid-19 パンデミックは第４波と評され感染力が一段と高まった変異種の登場で、たとえ感染しても入院できな

いという医療崩壊直前まで追い込まれ、昨年と比べると病院よりも介護保険施設のクラスターの対応が困難を極めま

した。パンデミック発生での最重要課題はクライシス・コミュニケーションであることはリスクマネジメントを学習

した人であれば、当然理解しているはずです。あらかじめ想定しているクライシスであれば事前のプランで動くはず

でしたが、即応できるチームは事前にはなかったのです。いつも想定より現実の方が過酷なものだということを忘れ

かけていたのでしょう。それでも、クライシスにワンチームで挑戦した医療や介護の人々がいます。これまでご一緒

に学習してきた皆様と、情報交換しながらクライシスから平静を取り戻した後の経営の姿について、どのように対応

するのかを話し合ってみたいと企画しました。今後の医療介護はクライシスを柔軟に受け止めて、それを反発力

に変え、以前より大きく成長するレジリエンス組織をどうビルディングし経営するかなのではないかという考え

方を説明させていただきと考えています。創立 93 周年 837 床の会津若松市にある竹田綜合病院の東瀬多美夫様、大

学院 OB の嶋田康之様、OG の宮地千尋様にご登壇いただき、ご一緒に自由闊達に議論したいと思います。zoom で無料

ですので是非ご参加お願い申し上げします。 

 

【プログラム】 


